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ひ
タ
イ
農
村
の
就
業
構
造

ー
中
部
・
北
部
・
東
北
部
の
比
較
を
通
じ
て

l
l

北

原

淳

一
、
は
じ
め
に

こ
の
報
告
は
東
南
ア
ジ
ア
の
一
国
タ
イ
の
資
本
主
義
化
の
中
で
農
村
が
ど

う
変
わ
り
つ
つ
あ
る
か
を
、
農
外
就
労
を
中
心
と
し
た
農
家
の
就
業
構
造
の
変

化
に
重
点
を
お
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
性
格
を
従
属
的

と
す
る
か
自
立
的
と
す
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
九
六
0
年
代
以
降
の
外

資
導
入
に
よ
る
工
業
化
と
経
済
開
発
は
、
首
都
圏
の
み
な
ら
ず
中
核
的
地
方
都

市
を
含
め
て
地
域
労
働
市
場
を
形
成
し
つ
つ
あ
り
、
か
つ
て
さ
か
ん
だ
っ
た
遠

隔
地
へ
の
出
稼
労
働
は
、
地
方
都
市
周
辺
の
農
村
か
ら
は
姿
を
消
し
、
む
し
ろ

若
年
層
の
地
域
労
働
市
場
で
の
恒
常
的
就
業
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う

し
た
地
域
労
働
市
場
の
展
開
を
一
方
の
軸
と
す
れ
ば
、
他
方
の
軸
に
は
家
族
・

親
族
構
造
や
農
業
生
産
力
に
規
定
さ
れ
た
農
民
層
分
解
・
農
民
階
層
構
成
の
地

域
的
類
型
が
あ
り
、
両
軸
の
交
錯
す
る
中
で
農
業
の
崩
壊
、
農
家
の
兼
業
化
が

進
み
つ
つ
あ
り
、
こ
の
点
は
、
先
進
国
の
農
村
に
き
わ
め
て
似
た
状
況
を
示
し

て
お
り
、
そ
の
差
は
質
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
量
的
な
も
の
と
み
た
方
が
良
い

ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
報
告
で
は
「
地
域
労
働
市
場
の
展
開
と
農
民
層
分
解
」
と

い
う
高
度
成
長
後
的
問
題
意
識
が
む
し
ろ
驚
く
ほ
ど
に
第
三
世
界
の
一
隅
の
農

村
に
も
適
用
で
き
る
と
い
う
点
が
全
面
に
出
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
は
い
っ

て
も
、
タ
イ
の
場
合
、
第
三
世
界
に
特
有
な
産
業
構
造
や
都
市
環
境
に
由
来
す

る
雑
業
層
の
滞
留
（
農
村
部
を
含
む
）
、
極
端
な
農
工
間
価
格
差
、
農
業
生
産

力
の
低
さ
、
独
特
の
社
会
構
造
と
文
化
等
々
わ
が
国
の
常
識
が
通
用
し
な
い
特

殊
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
性
の
側
面
は
い
わ
ゆ
る
「
地
域
研
究
」
で
と

り
あ
げ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
の
で
、
本
報
告
で
は
許
さ
れ
る
限
り
省
略
し
た
い
。

小
著
『
開
発
と
農
業
l
東
南
ア
ジ
ア
の
資
本
主
義
化
』
（
世
界
思
想
社
、
一

九
八
五
年
〉
は
、
い
わ
ゆ
る
従
属
理
論
や
新
植
民
地
主
義
論
の
強
調
す
る
第
三

世
界
資
本
主
義
の
特
殊
性
（
従
属
・
危
機
の
深
化
）
の
側
面
よ
り
も
、
普
遍
性

の
側
面
に
力
点
を
お
い
て
資
本
主
義
化
の
不
可
避
性
（
お
よ
び
一
定
の
近
代
性
）

と
農
業
の
資
本
主
義
化
（
H
小
生
産
昼
時
の
破
壊
と
再
編
、
い
わ
ゆ
る
「
緑
の

革
命
」
）
‘
に
つ
い
て
論
じ
た
。
し
か
し
そ
の
視
角
は
資
本

m性
格
変
化
、
つ
ま

り
商
業
資
本
か
ら
（
従
属
的
）
産
業
資
本
・
（
早
期
的
）
金
融
資
本
へ
の
転
化
、

に
と
も
な
う
小
農
的
生
産
様
式
の
破
壊
と
再
編
（
商
業
的
経
呂
の
深
化
）
と
い
っ

た
点
に
あ
り
、
賃
労
働
力
の
折
山
山
過
程
に
つ
い
て
の
検
討
が
き
わ
め
て
不
十
分

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
八
0
・
八
三
年
調
査
の
バ
ン
コ
ク
周
辺
や
遠
隔
へ
き
地

東
北
部
の
農
村
の
デ
l
タ
の
整
理
を
し
、
八
五
年
の
北
部
チ
ェ
ン
マ
イ
周
辺
の

農
村
の
調
査
を
し
て
い
る
中
で
、
資
本
に
よ
る
労
働
力
の
股
収
、
農
村
か
ら
都

市
へ
の
労
働
力
移
動
、
な
ど
労
働
力
を
視
点
に
す
え
る
と
、
き
わ
め
て
性
格
の

ち
が
う
各
地
の
農
村
の
変
化
を
統
一
的
に
理
解
で
き
る
と
い
う
単
純
な
こ
と
に

思
い
あ
た
っ
た
。
こ
の
報
告
は
前
掲
小
著
の
未
整
理
の
論
理
を
整
序
す
る
作
業

の
一
環
で
も
あ
る
（
不
十
分
な
が
ら
次
に
も
ふ
れ
た
ι
・
拙
摘
「
東
南
ア
ジ
ア
の

『
緑
の
革
命
』
と
労
働
力
・
土
地
所
有
」
『
国
際
農
林
協
力
』

8
1
2
・
一
九

八
五
。
同
「
チ
ェ
ン
マ
イ
盆
地
に
お
け
る
地
域
労
働
市
場
と
農
民
層
分
解
」

』 3守』



『
社
会
学
犠
鳴
』
八
神
戸
大
学
社
会
学
研
究
会
〉
三
号
一
九
六
八
、
一
五
三
l

四
頁
。
動
輪
芋
定
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
は
、
古
匡
野
正
伍
編
『
東
南
ア
ジ
ア
都

市
化
の
研
究
』
ア
カ
デ
ミ
ア
出
版
会
一
九
八
七
年
、
北
原
淳
編
『
タ
イ
農

村
の
構
造
と
変
動
』
勤
草
書
房
一
九
八
七
年
、
両
書
中
の
報
告
者
分
担
執
筆
分

が
あ
る
）
。
デ
ー
タ
と
し
て
は
な
る
べ
く
報
告
者
自
身
の
調
査
デ
l
タ
を
使
い

た
い
が
、
必
要
な
限
り
他
人
の
デ
I
タ
で
補
う
こ
と
と
す
る
。

二
、
地
域
労
働
市
場
と
農
村
の
類
型

地
域
労
働
市
場
の
展
開
と
農
民
層
分
解
の
度
合
い
と
を
組
み
あ
わ
せ
る
と
、

タ
イ
の
場
合
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
農
村
の
（
変
化
の
〉
四
大
類
型
が
あ

る
だ
ろ
う
。

（
一
）
バ
ン
コ
ク
周
辺
の
農
民
層
分
解
の
進
ん
だ
全
面
的
資
本
主
義
化
の

地
域

（
二
）
地
方
大
都
市
の
農
民
層
分
解
の
進
ん
だ
部
分
的
資
本
主
義
化
地
域

〈
こ
れ
に
は
農
民
層
分
解
が
不
十
分
な
ま
ま
部
分
的
資
本
主
義
化
を
と

げ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
と
え
ば
古
尖
グ
ル
ー

プ
の
調
査
し
て
い
る
東
北
タ
イ
の
コ
ン
ケ
I
ン
市
近
郊
の
ド
ン
デ
l
ン

村
。
〈
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
ニ
＝
了
三
、
一
九
八
五
）
。

（
三
）
辺
境
農
村
部
で
農
民
層
分
解
が
進
み
雑
業
層
の
滞
留
が
あ
る
が
、

資
本
主
義
未
浸
透
の
地
域

（
四
〉
辺
境
農
村
部
で
農
民
層
分
解
が
不
十
分
で
雑
業
層
の
滞
留
が
な
く
、

資
本
主
義
－
浸
透
の
地
域
。

以
上
の
諸
類
型
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。

（
一
）
は
も
ち
ろ
ん
バ
ン
コ
ク
と
い
う
突
出
し
た
大
都
市
（
首
座
都
市
）

の
例
外
的
な
巨
大
労
働
市
場
に
め
ぐ
ま
れ
た
首
都
圏
周
辺
部
の
農
村
で

あ
り
、
若
年
層
の
農
外
就
労
は
第
三
世
界
の
「
常
識
」
（
？
）
と
は
異

な
り
、
都
市
雑
業
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
よ
り
も
製
造
業
の
単

純
技
能
工
の
方
が
多
い
。
首
都
圏
外
縁
に
ド
ー
ナ
ゲ
状
に
工
場
地
帯
が

形
成
さ
れ
る
に
つ
れ
、
都
心
部
よ
り
も
外
縁
部
の
労
働
市
場
に
こ
の
傾

向
が
強
い
。
あ
と
の
（
三
）
（
四
）
の
遠
隔
地
か
ら
の
季
節
的
労
働
者

が
む
し
ろ
底
辺
的
雑
業
市
場
を
埋
め
て
い
る
も
よ
う
・
で
あ
る
。

（
ニ
）
は
地
方
大
都
市
（
と
い
っ
て
も
パ
ー
ン
コ
ク
の
五

O
O万
人
と
比
べ

る
と
一

O
万
人
規
模
〉
、
た
と
え
ば
チ
ェ
ン
マ
イ
（
北
部
）
、
コ

1
ケ

ン
（
東
北
〉
、
ハ
ジ
ャ
イ
〈
南
部
〉
‘
な
・
ど
の
周
辺
農
村
部
に
典
型
的
で

あ
る
。
チ
ェ
ン
マ
イ
の
場
合
ニ

O
l
三
五
キ
ロ
・
圏
農
村
部
は
ミ
ニ
パ
ス

の
発
達
に
よ
り
通
勤
圏
に
は
い
っ
て
お
り
、
若
年
層
の
賃
労
働
者
花
が

著
し
く
兼
業
農
家
が
多
い
。
ち
な
み
に
、
都
市
部
労
働
力
は
、
就
業
人

口
一
七

O
O万
人
中
二
九
O
万
人
l
一
九
七
九
年
労
働
力
調
査
。

（
三
）
は
農
民
層
分
解
が
進
み
な
が
ら
地
域
労
働
市
場
に
め
ぐ
ま
れ
な
い

辺
境
農
村
で
あ
り
、
た
と
え
ば
チ
ェ
ン
マ
イ
盆
地
の
通
勤
圏
以
外
の
多

く
の
村
が
そ
う
で
あ
る
。
農
村
雑
業
層
が
滞
留
し
、
遠
隔
地
へ
の
出
稼

労
働
が
多
い
。

（
四
）
は
生
産
力
が
低
く
農
民
層
分
解
は
進
ま
ず
農
村
雑
業
層
の
滞
留
す

る
余
地
さ
え
な
い
東
北
部
コ
！
ラ
l
ト
高
原
の
農
村
部
に
典
型
的
で
、

東
北
部
は
昔
か
ら
季
節
的
出
稼
労
働
者
を
出
し
て
い
る
が
、
最
近
で
は

中
部
の
都
市
、
農
村
の
資
本
主
義
化
地
域
に
お
い
て
不
足
気
味
の
底
辺

労
働
力
を
供
給
す
る
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
。
地
元
に
は
農
村
雑
業

を
含
め
農
外
就
労
の
機
会
は
き
わ
め
て
乏
し
く
、
季
節
的
出
稼
が
唯
一

の
現
金
収
入
源
で
農
業
は
自
給
的
で
あ
る
。

以
上
の
回
大
類
型
は
筆
者
が
見
聞
し
た
中
の
典
型
に
す
ぎ
ず
実
際
は
も
っ
と
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多
様
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
ひ
と
つ
の
地
域
、
た
と
え
ば
南
北
六
0
キ
ロ
、

東
西
二

0
キ
ロ
ほ
ど
の
チ
ェ
ン
マ
イ
盆
地
の
中
に
も
合
己
（
三
）
（
四
）
の
類

型
が
チ
ェ
ン
マ
イ
を
中
心
に
山
間
部
に
む
け
広
が
っ
て
い
る
、
と
み
ら
れ
る
。

労
働
市
場
の
問
題
点
は
、
首
都
圏
・
地
方
都
市
を
中
心
と
す
る
資
本
主
義
的

労
働
市
場
が
、
ま
だ
部
分
的
に
し
が
農
村
の
過
剰
労
働
力
を
吸
収
し
て
い
な
い

（
た
だ
し
部
分
的
に
は
農
業
労
働
力
不
足
地
域
も
生
じ
て
い
る
）
こ
と
、
外
部

依
存
の
従
属
的
性
格
ケ
コ
ク
は
先
進
国
投
資
に
依
存
し
、
地
方
都
市
は
バ
ン

コ
ク
投
資
に
依
存
）
の
た
め
脆
弱
で
不
安
定
さ
を
も
つ
こ
と
、
等
で
あ
る
。
そ

の
た
め
（
一
〉
（
ニ
〉
の
周
辺
農
村
蔀
就
労
者
が
選
好
す
る
条
件
の
良
い
労
働

市
場
に
対
じ
で
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
（
三
）
（
四
）
な
ど
辺
墳
の
季
節
的

出
稼
者
が
か
か
わ
る
底
辺
労
働
市
場
に
対
し
て
は
と
く
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
階
層
的
に
み
’
る
と
、
近
年
学
歴
に
応
じ
た
職
種
階
梯
が
構

造
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
下
層
農
に
し
わ
ょ
せ
が
ゆ
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
夏
見
学
し
た
円
高
不
況
の
自
動
車
組
立
一
企
業
の
例
で
は
最
下
層
の
雑
役

工
か
ら
人
員
整
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。

会
川
以
上
の
よ
う
に
都
市
の
作
り
出
す
地
域
労
働
市
場
の
限
界
や
種
差
的
構
造
を

J

噌
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
筆
者
の
こ
こ
十
五
年
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
か

ら
み
る
限
り
、
地
域
労
働
市
場
の
展
開
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。
た
だ
し
最
近

の
国
際
的
不
祝
や
累
積
債
務
等
で
七

0
年
代
の
よ
う
な
成
長
テ
ン
ポ
が
望
め
な

い
点
は
大
き
な
不
安
材
料
で
あ
る
。

三
、
三
つ
の
村
の
就
業
構
造
の
比
較

・
以
上
の
類
型
の
う
ち
、
〈
一
｝
の
例
と
し
て
バ
ン
コ
ク
西
方
六
0
キ
ロ
の
ラ

ン
レ
l
ム
村
（
一
九
七
九
、
八
O
、
八
三
年
調
査
）
、
（
二
）
の
例
と
し
て
チ
ェ

ン
マ
イ
南
方
二

0
キ
ロ
の
ク
ラ
1
ン
・
ヌ
ア
村
（
一
九
八
五
年
調
査
）
、
（
四
）

の
例
と
し
て
、
東
北
最
貧
地
の
ひ
と
つ
ロ
l
イ
エ
ッ
ト
県
の
ノ
l
ン
ク
ン
村

（
一
九
七
九
、
八
O
、
八
三
年
調
査
）
の
調
査
デ
l
タ
か
ら
就
業
構
造
に
関
す

る
部
分
を
と
り
出
し
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）
と
（
二
）
の
ち
が
い
は
土
地
所
有
に
も
と
ず
く
階
層
性
が
規
定
的
か

ど
う
か
の
ち
が
い
で
あ
る
。
（
一
）
の
場
合
、
農
業
経
営
に
つ
い
て
は
特
定
の

上
層
農
民
だ
け
が
辛
じ
て
剰
余
を
生
む
商
業
的
農
業
を
営
み
え
て
お
り
、
そ
れ

以
外
の
中
・
下
層
農
は
大
旨
剰
余
ゼ
ロ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
の
経
営
で
し
か
な
く

明
白
な
階
層
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
農
外
就
労
に
つ
い
て
は
、
量
的
に
み

る
と
（
た
と
え
ば
ご
戸
当
た
り
農
外
就
労
者
の
数
、
全
就
労
者
中
の
農
外
就
労

者
比
）
ほ
と
ん
ど
階
層
差
が
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
質
的
に
み
る
と
、
専
門

職
・
管
理
職
・
政
府
系
企
業
な
ど
ご
く
小
数
の
安
定
的
職
種
に
は
上
層
農
家
と

教
員
む
雌
第
が
ほ
ぼ
排
他
的
に
つ
い
て
い
る
な
ど
階
層
性
も
認
め
ら
れ
る
。
し

か
し
そ
の
他
の
職
種
で
は
職
人
・
製
造
業
的
部
門
に
む
し
ろ
下
層
が
、
雑
業
的

部
門
に
む
し
ろ
中
・
上
層
が
多
い
逆
転
現
象
が
あ
る
（
函
他
出
者
の
椙
窓
口
）
。

今
後
高
学
匠
化
が
進
む
と
農
村
の
階
層
秩
序
が
都
市
流
出
者
の
職
階
秩
序
を
規

定
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
り
う
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
ラ
ン
レ
l
ム
で
は
農
外

就
労
に
関
し
て
両
者
の
関
連
性
は
弱
い
。
こ
れ
は
首
都
圏
労
働
市
場
の
膨
脹
が

農
村
に
お
け
る
土
地
所
有
、
経
営
収
益
を
中
心
と
し
た
階
層
性
を
無
視
し
た
労

働
力
需
要
を
生
じ
て
い
る
事
態
を
解
釈
で
き
る
。
な
お
関
連
L
て
い
え
ば
、
す

で
に
農
村
雑
業
層
、
土
地
無
層
が
小
作
を
選
好
せ
ず
、
農
外
就
労
を
選
好
す
る

状
況
が
生
じ
て
い
る
以
上
、
寄
生
地
主
制
成
立
の
労
働
力
的
条
件
は
失
わ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
農
業
問
題
も
土
地
所
有
を
基
軸
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
ウ
。（
二
）
の
ク
ラ
l
ン
ヌ
ア
の
場
合
、
折
半
小
作
の
慣
習
が
あ
り
、
他
方
都
市

の
労
働
力
需
要
も
チ
ェ
ン
マ
イ
の
通
勤
圏
を
は
ず
れ
て
い
る
点
で
ま
宮
部
分
的

で
不
安
定
で
あ
る
。
こ
の
村
で
は
、
商
品
化
率
、
農
業
収
益
な
ど
で
は
か
ら
れ
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る
霊
的
農
業
の
水
準
の
点
で
も
、
ま
た
恒
常
的
都
市
労
働
へ
む
紫
の
か
か

お
り
の
点
で
も
自
作
、
自
小
作
上
層
農
（
地
主
は
い
な
い
）
が
積
極
的
で
あ

り
、
自
小
作
下
層
、
・
小
作
農
は
水
準
の
低
い
商
業
的
農
業
（
し
ば
し
ば
自
給

的
〉
と
農
村
雑
業
に
甘
ん
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
資
本
主
義
化
の
成
果
を
、
都
市

の
安
定
し
た
賃
労
働
者
化
を
含
め
て
、
も
っ
と
も
享
受
す
る
の
は
土
地
も
ち
上

層
農
民
で
あ
る
。
こ
の
基
本
的
理
由
は
土
地
無
農
の
重
い
小
作
料
負
担
で
あ

る
。
彼
ら
は
絶
対
的
取
分
を
ふ
や
す
べ
く
小
作
地
を
拡
大
じ
家
族
労
働
力
を
農

業
に
つ
ぎ
込
み
、
農
村
に
は
り
つ
け
る
。
そ
の
結
果
は
生
産
性
の
低
い
農
業
経

営
と
農
村
雑
業
の
不
可
避
的
選
択
で
あ
る
。
こ
の
場
合
寄
生
地
主
制
の
成
立
す

る
余
地
は
あ
り
九
土
地
所
有
は
階
層
制
を
根
本
か
ち
規
定
す
る
。
チ
ェ
ン
マ
イ

が
民
主
化
時
代
λ
七
三
f
J
七
六
年
）
一
に
農
民
運
動
の
一
大
中
心
地
と
な
っ
た
の

は
自
然
で
あ
る
。

（
四
〉
の
J

l
ン
ク
ン
の
場
合
実
情
は
全
く
異
な
る
。
生
産
力
の
低
さ
は
農

民
層
分
解
を
お
じ
と
ど
め
、
農
村
雑
業
層
の
滞
留
さ
え
生
じ
さ
せ
な
い
。
こ
れ

ま
で
過
剰
人
口
は
新
開
地
を
求
め
て
遠
隔
地
に
移
動
し
枝
村
を
作
っ
て
解
消
し

て
き
た
。
今
日
で
は
六
0
年
代
か
ら
、
ご
く
一
部
の
上
層
を
除
き
、
全
階
層
的

な
季
節
的
出
稼
が
行
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
現
金
収
入
源
と
な
っ
て
き
た
。

人
々
の
出
稼
地
タ
イ
湾
東
岸
の
ラ
ヨ
・
1
μ
県
ク
レ
l
γ
郡
を
み
る
と
、
労
働
市

場
と
し
で
は
地
元
民
が
嫌
が
り
労
働
力
不
足
の
顕
著
な
底
辺
的
周
辺
的
市
場

（
木
材
運
搬
・
サ
ト
ウ
キ
ビ

ω
キ
ャ
サ
パ
畑
労
働
）
に
夫
婦
で
働
き
、
居
住
地

は
都
市
の
周
辺
の
劣
悪
な
環
境
に
あ
り
、
－
学
童
の
同
伴
が
困
難
で
あ
る
。
ほ
と

ん
ど
非
人
間
的
環
境
に
た
え
て
い
る
。

以
上
の
検
討
の
中
で
未
解
決
な
点
は
家
族
周
期
等
家
族
論
的
要
因
と
就
業
構

造
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。
階
層
制
と
家
族
論
的
要
因
と
く
に
家
族
周
期
と
が
関

係
し
て
い
る
側
面
も
出
来
れ
ば
検
討
し
て
み
た
い
。

な
お
報
告
者
は
今
後
、
以
上
の
課
題
の
延
長
と
し
て
、
地
域
労
働
市
場
の
重
層

的
構
造
を
都
市
ロ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
移
住
↓
定
着
労
働
者
に
焦
点
を
あ

て
て
検
討
す
る
こ
と
を
調
査
課
題
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
農
村
か
ら
都
市
へ
流

れ
る
農
民
を
追
い
か
け
る
新
し
い
旅
の
始
ま
り
か
も
知
れ
な
い
。
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